
 

 

 

 

 

 

 

１２月５日再開された議会で、トップバッターとして、

自由民主党会派の代表質問をさせていただいた。 

代表質問は、各会派を代表して行われる。会派は、３

人以上の議員構成で認められ、毎議会の代表質問は各

１名行う。自由民主党会派は１２人の中で貴重な機会

をもらった。今回、下記の６項目を質問した。 

１、平成２６年度の財政運営について、 

県政の諸課題へ積極果敢に取り組んでいくためには、

持続可能な財政運営が求められているところである

が、必要な施策の展開と持続可能な財政運営について、 

 

どのようなバランスを図っていこうと考えているの

か、来年度の予算編成の基本的な方針と併せて、知事

の所見を聞きたい。 

２、猿沢荘の外国人観光客のための施 

設としての活用について 

本年８月に施設廃止となった猿沢荘を、外国人観光客

のための施設として、今後どのように活用しようとし

ているのか伺いたい。 

３、精神障害者に対する福祉医療制度の

適用について 
奈良県の精神障害者に重い負担となっている医療費

に対して、身体障害者や知的障害者と同様に福祉医療

制度を適用し助成すべきと考えるが、どのように考え

ているのか、所見を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、県産材の販路拡大について 

先般、東京において県産材をＰＲする「奈良の木フェ

ア」を開催されたが、どのような成果を期待している

のか。また、今後の県産材の販路拡大について、どの

ように考えているのか。 

この質問は、手間暇かけて育てられた奈良県の木は、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年輪が細い」「色つやがよい」などの特徴があり、

全国的にも良質材の産地として有名ですが、活用でき

ておりません。 

 このような中、荒井知事は林業・木材産業の振興を

県政の重点課題とされ、「奈良県森林づくり並びに林

業及び木材産業振興条例」を策定されたのをはじめ、

木材利用施策を強化するために昨年奈良の木ブラン

ド課を設置され、公共建築物等への県産材の利用の拡

大や間伐材を活用した木質バイオマスの実証実験に

着手されるなど、新たな取り組みを進めておられます。 

 衰退が続いている林業・木材産業の現状を踏まえま

すと、一気に好転するのは難しいと思いますが、県内

の関係事業等と協力しながら、知恵を出し、新たな起

爆剤になるような取り組みや地道で継続的な取り組

みを進めることが必要であるとの思いからでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

５、移動ニーズに応じた交通サービ

ス提供体制の構築について 

１０月末に奈良県地域交通改善協議会において、 

路線バスとして運行することの必要性や効率性の判

断基準となる客観的な指標に基づく補助や路線の廃

止に係る数値基準が示されたが、今後、これらの指標

を活用して、移動ニーズに応じた交通サービスの提供

体制の構築に向けどのように検討を進めていくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６、ＪＲ西日本との 

包括的連携協定に 

ついて 
鉄道会社と自治体の新しい 

関係が望まれる中、１０月 

に県とＪＲ西日本との間に包括的連携協定が締結さ

れたが、その目的やねらい 

は何か、また今後、この協 

定をどのように活かしてい 

くのか。 

奈良県内におけるＪＲの 

鉄道の役割が、表面的には 

天王寺への大和路線、関西 

本線、桜井線、和歌山線を 

思い起こすところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし表見的なものだけで 

なく、奈良県の観光政策を 

成功させるためには、ＪＲ 

の果たす役割は大きなもの 

がある。また、今後、リニ 

ア新幹線を迎えるためには、 

友好体制を築くための有効 

な手法であるとの思いで、 

質問を試みた。 

県政ネットワーク 発行者発行人 田中ただみつ 

所在地 〒633-2166宇陀市大宇陀迫間５１－３ 

電 話 0745-83-1188  ＦＡＸ 0745-83-3272 
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十
二
月
議
会 

本
会
議 

定
例
十
二
月
議
会
は
、
十
二
月
三
日
に
召
集
さ
れ
ま

し
た
。
県
議
会
の
招
集
は
、
通
常
、
奈
良
県
知
事
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
も
、
補
正
予
算
が
組
ま

れ
、
当
初
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
が
一
件
、
条
例
が
七
件
、
契
約
等
が
七
件
、
取

り
立
て
不
能
に
よ
る
権
利
放
棄
一
件
、
他
五
件
が
当

初
の
議
案
で
し
た
。
会
期
途
中
人
事
案
件
が
二
件
提

出
さ
れ
ま
し
た
。 

補
正
予
算
に
関
し
て
宇
陀
に
か
か
わ
る
予
算
と
し

て
、 

宇
陀
署
関
係 

宇
陀
署
が
、
桜
井
署
と
統
合
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
桜

井
警
察
署
宇
陀
分
庁
舎
と
な
る
。 

再
編
後
の
庁
舎
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
分
を
、

警
察
本
部
の
、
「
警
察
音
楽
隊
」
の
活
動
拠
点
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
音
楽
隊
が
練
習
す
る

上
で
、
騒
音
問
題
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
建
物

内
の
遮
音
、
吸
音
等
の
室
内
改
造
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、
四
二
七
五
万
八
千

円
を
計
上
し
た
。 

警
察
音
楽
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
専
属
楽
団
員
と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
常
は
、
県
内

各
地
域
に
分
散
さ
れ
て
お
り
通
常
勤
務
、
練
習
の
時

だ
け
、
宇
陀
署
に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。 

県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
関
係 

災
害
復
旧
工
事
が
県
内
東
部
・
南
部
各
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
工
事
箇
所
内
で
、
再
び
土
砂
の

崩
落
等
災
害
が
発
生
し
た
。
東
部
地
域
で
は
、
宇
陀

市
内
牧
の
国
道
沿
い
に
お
い
て
、
今
年
八
月
末
の
秋

雨
前
線
降
雨
に
よ
り
資
機
材
の
搬
入
路
及
び
そ
の

周
辺
に
亀
裂
な
ど
変
状
が
発
生
し
利
用
が
不
可
能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

に
よ
る
、
変
更
理
由
に
よ
っ
て
、
請
負
工
事
費
が
、

七
百
二
十
五
万
九
千
円
か
ら
一
六
二
七
万
一
千
円

と
し
た
。 

建
設
委
員
会 

十
二
月
十
二
日
、
新
た
な
災
害
や
、
被
災
現
場
が

被
害
に
あ
い
、
再
度
予
算
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
又
、
工
法
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
等
、
補

正
予
算
を
つ
け
災
害
復
旧
に
対
応
し
ま
し
た
。 

県
営
住
宅
に
つ
い
て
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を

踏
ま
え
県
営
住
宅
の
入
居
資
格
を
拡
大
す
る
こ
と

と
し
た
。
大
渕
池
公
園
体
育
館
や
部
分
的
な
県
施
設

の
利
用
料
金
を
改
定
す
る
条
例
を
審
議
し
た
。 

 

都
道
府
県
議
員 

研
究
交
流
大
会 

十
一
月
十
二
日 

東
京
・
都
市
セ 

ン
タ
ー
ホ
テ
ル 

に
お
い
て
、
第 

十
三
回
都
道
府 

県
議
員
研
究
交 

流
大
会
が
開
催 

さ
れ
た
。 

共
通
す
る
政
策 

課
題
等
に
つ
い 

て
情
報
、
意
見 

の
交
換
や
連
携 

を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
機
能
の
充
実
と
活

力
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
目
的
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
で
増
田
寛
也
氏
の
講
演
を
聞

き
、
十
二
月
議
会
に
お
け
る
代
表
質
問
の
中
で
、
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
分
科
会
は
、
「
政
策
立
案

の
強
化
に
向
け
た
改
革
」
を
選
択
し
た
。 

近
畿
六
府
県
議
員

交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 

      

十
一
月
十
四
日
和
歌
山
県
議
会
に
お
い
て
、
近
畿

六
府
県
議
員
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
共
通

課
題
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

田
中
議
員
は
、
第
二
分
科
会
の
地
域
振
興
分
科
会
に

参
加
し
た
。 

県
議
会
基
本
条
例 

前
号
ま
で
に
、
具
体
的
な
県
議
会
基
本
条
例
の
、

前
文
か
ら
始
ま
り
条
例
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
第
二
十
二
条
か
ら
最
後
の
附
則

ま
で
掲
載
し
ま
す
。 

（
議
会
図
書
室
） 

第
二
十
二
条 

議
会
は
、
議
員
の
調
査
研
究
に
資

す
る
た
め
、
議
会
図
書
室
を
適
正
に
運
営
し
、
及
び

管
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
機
能
の
強
化
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。 

第
九
章
補
則 

（
他
の
条
例
と
の
関
係
） 

第
二
十
三
条 

こ
の
条
例
は
、
議
会
に
関
す
る
基

本
的
事
項
を
定
め
る
条
例
で
あ
り
、
議
会
に
関
す
る

他
の
条
例
等
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
こ
の
条
例

に
定
め
る
事
項
と
の
整
合
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

（
検
討
） 

第
二
十
四
条 

議
会
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
、

県
民
の
意
見
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

附
則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

制
定
さ
れ
た
条
例
は
、
以
上
で
す
。（
連
載
終
了
） 

              

予
算
獲
得
運
動 

来
年
度
予
算
に
関
し
て
、
知
事
の
要
請
を
受
け
国
会

議
員
へ
の
説
明
、
協
力
要
請
活
動
と
そ
の
あ
と
関
係

省
へ
の
予
算
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
。 

朝
八
時
よ
り
県
出
身
の
国
会
議
員
に
集
合
い
た
だ

き
、
奈
良
県
の
来
年
度
の
主
な
取
り
組
み
と
、
伴
う

予
算
に
つ
い
て
説
明
し
、
取
り
組
み
へ
の
ご
協
力
方

を
お
願
い
し
た
。 

               

国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
財
務
省
へ
行
き
、
そ
れ
ぞ

れ
関
係
の
あ
る
項
目
に
つ
い
て
、
事
情
の
説
明
や
事

業
推
進
に
協
力
を
お
願
い
し
た
。
国
土
交
通
省
で
は

太
田
大
臣
が
執
務
室
に
招
か
れ
、
奈
良
県
の
事
情
に

つ
い
て
の
認
識
の
深
さ
を
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
、
参

加
し
て
い
た
県
議
会
議
員
の
岡
史
朗(

橿
原
選
出)

議
員
か
ら
は
、
一
度
奈
良
県
へ
お
越
し
願
い
た
い
と

の
申
し
入
れ
を
し
た
と
こ
ろ
、
是
非
行
き
た
い
と
の

強
い
希
望
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
。 

リ
ニ
ア
新
幹
線
に
つ
い
て
も
、
大
臣
を
は
じ
め
担
当

局
長
に
至
る
ま
で
、
早
期
に
奈
良
に
駅
設
置
を
要
請

し
た
。
県
の
熱
意
は
伝
わ
っ
た
。 

関
係
者
の
方
々
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
「
す
で
に
国
の

方
針
と
し
て
〝
奈
良
〟
と
決
定
し
た
。
し
か
し
、
京

都
が
動
い
て
い
る
。」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
も
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
推
進
す
る
必
要
性

が
あ
る
と
感
じ
た
。 

そ
し
て
、
奈
良
県
内
で
の
駅
誘
致
の
運
動
が
あ
ち
こ

ち
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
で
の
意
見
を
で
き

る
だ
け
早
め
に
、
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
の
よ

う
に
思
え
た
。 

 
 

 

県
立
大
宇
陀
高
等
学
校
の
九
十
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
月
二
日
。
会
場
は
、
大
宇

陀
文
化
会
館
。
田
中
た
だ
み
つ
議
員
は
、
現
在
、
県

立
大
宇
陀
高
等
学
校
同
窓
会
副
会
長
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て 

い
る
こ
と 

も
あ
り
、 

感
慨
深
い 

も
の
が
あ 

り
ま
し
た
。 

当
日
は
、 

地
元
出
身 

議
員
と
し 

て
お
招
き 

を
受
け
、 

光
栄
で
し 

た
。
ま
た
以
前
、
学
校
が
制
服
を
探
し
て
い
る
事
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
読
者
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
会
場
内
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
感
謝
。 

県

議

会

報

告 

と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
資
機

材
の
搬
入
を
モ

ノ
レ
ー
ル
工
に

変
更
し
た
こ
と 

 

冨岡將人県教育長と田中ただみつ県議 

  

11月 5日南部振興議員連盟が開催された。県議員の

ほか関係市町村長や議会、関係団体の代表者が集ま

り、知事をはじめ県理事者に、地域の要望を行った。 
 

 

  

 

編
集
後
記 

今
号
は
昨
年
の
暮
れ
に
発
行
予
定
で

し
た
が
、
年
を
越
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
毎
日
、

バ
タ
バ
タ
元
気
に
動
け
る
こ
と
が
う
れ
し
い
！ 

 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


